
保健体育科（保健分野）学習指導案 

 

                             令和６年１０月１６日(水) 第５校時 教室 

              第 ３ 学 年  組  ３ ５ 名 

                              指導者 教諭  

        

１ 単元名 （１）健康な生活と疾病の予防「性感染症の予防」 

 

２ 単元について 

  本単元では、人間の健康は主体と環境が関わり合うこと、疾病を予防するためにはそれらに関わる要因に対

する適切な対策があることを学び、現在だけでなく生涯を通じて健康な生活を送れるよう、主体的に取り組む

態度を身に付けることをねらいとしている。 

  中学生は、体は大人へと近付いているが、精神的、社会的には未成熟である。生涯を通じて健康を保持増進

するための、正しい知識を学ぶために、また、「性」に関する内容を正しく学ぶ機会が少ない生徒にとって、本

単元は生徒が自分自身や大切な人を守るために、必要な内容である。不確実な情報が錯綜する世の中で、正し

い情報を見分ける力を身に付け、それを自分ごととして捉え、それらの予防や課題解決に向けて思考・判断す

るとともに、適切に行動する力を身に付けさせたい。 

 

３ 生徒の実態 

（１）知識及び技能 

１年時に「心身の機能の発達と心の健康」で生殖機能の成熟を学び、また、「性」に関しては、プライベー

トパーツを用いて授業を展開し、人権教育とのつながりをもたせた内容を統計的に学習している。しかし、

学習してから１年以上経過し、普段の生活から「性」を軽視した言動もみられ、実際に自分ごととして捉え

て生活できていない生徒が見受けられる。アンケートの集計結果によると、実際にプライベートパーツの意

味も含めて習熟している生徒は、３８％で、残りの６２％は「知らない」「聞いたことがある」という回答だ

った。しかし、知っている生徒の中でも、意味を履き違えて覚えている生徒もいたので、知識の習熟は課題

である。 

（２）思考力、判断力、表現等 

   自己の課題を見付け、文章や言葉で表現することが得意な生徒とそうでない生徒で二極化している。対話

的活動では、表現力が豊かで、授業の流れや取り組み方を理解すれば活発に発言ができる。消極的な生徒も

いるが、正しい助言をすることで、仲間とコミュニケーションをとりながら意見を述べることができる。 

（３）学びに向かう力、人間性等 

   明るく前向な生徒が多い。保健の授業にも積極的に参加をし、より深い理解を求めるための質問をするな

ど、粘り強く学習する姿がある。しかし、自分からアクションをすることが苦手で、周りの様子を伺うこと

が多い。本単元は「性」を取り扱うことから、興味や自分の考えをもっているにも関わらず、発言すること

に抵抗をもつ可能性があると考える。 

 

４ 教師の指導観 

（１）知識及び技能 

１年時に「心身の機能の発達と心の健康」を学んでいる。本学習では１年時の学習の振り返りや、前時ま

での内容（感染症の広がり・予防）との繋がりを持たせ、「生命（いのち）」についての学習と結びつけなが

ら、自分ごととして理解するとともに、性感染症の基礎知識や予防、感染リスクを軽減する方法など、正し

い知識を身に付け、その知識を今後の生活で生かしていけるような授業を展開する。 

（２）思考力、判断力、表現等 

小グループで調べ学習を設定し、「性感染症」に関する認識やそれぞれの特徴の違いを発見させ、さらに予

防策を知ることで、正しい知識を正しい判断のもと発揮する大切さを学ばせる。また、ゲーム感覚で感染拡

大実験を行い、「性感染症」や「性に関する問題」の加害や被害に遭わないようにする態度を育てる。さら

に、「性」に関して困ったときの正しい対処法など、自分で思考判断し、実行できる能力を育成する。 

（３）学びに向かう力、人間性等 

   「性」の内容を扱うことに関して、「他人事」ではなく「自分にも起こりうる問題」として捉えることが重

要になる。「性感染症」の調べ学習では、発言しやすいように小グループで行い、簡単な資料を使用しなが

ら自分の意見や考えを取り入れることで、自分ごととして捉えさせる。そして、「今後の生活でどのような

行動に気を付けることが大切か」という課題や考えを主体的に深められるように働きかけたい。 

   

 

 

 

（掲載省略） 

（掲載省略） 

 

（掲載省略） 



 

５ 単元の目標 

（１） 感染症は病原体が主な要因となって発生し、自然環境や社会環境も関わっていること、また、感染リ

スクを軽減する効果的な予防方法について、理解することができるようにする。   ＜知識及び技能＞ 

（２） 健康の保持増進のための原則や概念を明らかにするため、生活上で感染することの課題を発見し、習得

した知識を活用して科学的に思考・判断し、表現することができるようにする。 

 ＜思考力、判断力、表現力等＞ 

（３） 健康な生活と疾病の予防について、身近な情報などを収集したりして課題について調べるなど、自主的

に粘り強く学習に取り組もうとすることができるようにする。     ＜学びに向かう力、人間性等＞ 

 

６ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に 

取り組む態度 

①感染症は、病原体が主な要因とな

って発生し、様々な条件だけでな

く、環境も関わっていることや、

その予防策及び感染症にかかった

場合の対処について、理解したこ

とを言ったり書いたりしている。 

②エイズや性感染症の疾病概念や

感染経路及び感染リスクを軽減す

る効果的な予防方法を身に付ける

必要があることについて、理解し

たことを言ったり書いたりしてい

る。 

 

①健康と環境に関わる事象や情報

などを分析・整理し、健康の保持

増進のための原則や概念を明らか

にするため、生活上で感染するこ

とへの課題を発見し、習得した知

識を活用して思考・判断し、表現

している。 

②健康と環境について、疾病等のリ

スクを軽減し健康を保持増進・回

復する方法を考え、その理由など

を、他者と話あったり、ノートな

どに記述したりして、道筋を立て

て伝え合っている。 

①学習内容に感心をもち、資料を活

用したり、身近な情報などを収集

したりして課題について調べるな

ど、粘り強く学習に取り組もうと

している。 

 

７ 単元の指導と評価の計画（全４時間） 本時は○印 

時 学習のねらい・学習活動 知 思 態 評価方法 

 

 

 

 

 

１ 

【感染症の広がり方】 

Ⅰねらい 

・感染症は、病原体が主な要因となって発生し、様々な条件

だけでなく、環境も関わっていることや、その予防策及び

感染症にかかった場合の対処について理解できるように

する。 

Ⅱ学習活動 

 １ 本時のねらいを確認 

 ２ 命についての動画視聴・アクティブタイム 

 ３ 感染症の種類や特徴について 

 ４ 感染経路・条件について 

 

 

 

 
 

 ５ 本時の学習の確認・振り返り・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 
主たる学習内容（知識） 

・病原体の種類によって、感染経路が異なること 

・感染症には広がる条件があること 



 

 

 

２ 

【感染症の予防】 

Ⅰ ねらい 

 ・感染症は、病原体が主な要因となって発生し、様々な条件  

だけでなく、環境も関わっていることや、その予防策及び感

染症にかかった場合の対処について理解できるようにする。 

 ・健康と環境に関わる事象や情報などを分析・整理し、健康

の保持増進のための原則や概念を明らかにするため、課題

を発見し、習得した知識を活用して思考・判断し、表現で

きるようにする。 

Ⅱ 学習活動 

 １ 前時の学習の振り返り 

 ２ 本時のねらいを確認 

 ３ ３つの対策について知る 

    ・小グループで話し合い活動にて意見交換 

 

 

 

 

 

 

 ４ 今後の生活について考える 
 

 ５ 本時の学習の確認・振り返り・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

○3  

【性感染症の予防】 

Ⅰ ねらい 

 ・性感染症の疾病概念や感染経路及び感染リスクを軽減す 

  る効果的な予防方法を身に付ける必要があることについ 

  て理解できるようにする。 

Ⅱ 学習活動 

 １ 感染拡大実験ゲーム 

 ２ １年時の学習の振り返りと本時の課題について 

 ３ グループ活動 

・性感染症の種類別の特徴を配布した資料から見付け 

出し、小グループ（４〜５人）でまとめ用紙にまとめる。 

 ４ 性感染症の予防方法を知る 

 

 

 

 

 

 ５ 今後の生活について考える  

 

 ６ 本時の学習の確認・振り返り・まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

② 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

４ 

【エイズの予防】 

Ⅰ ねらい 

 ・エイズの疾病概念や感染経路及び感染リスクを軽減する 

  効果的な予防方法を身に付ける必要があることについて 

  理解できるようにする。 

 ・健康と環境について、疾病等のリスクを軽減し健康を保持 増進・ 

  回復する方法を考え、その理由などを他者と話し合ったり、ノー 

  トなどに記述したりして、道筋を立てて伝え合えるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主たる学習内容（知識） 

・性感染症の疾病概念や感染経路 

・性感染症には正しい予防方法があること。 

主たる学習内容（知識） 

・感染症には３つの予防策があること 

・感染症にかかった場合は、疾病から回復すること、 

 周囲に感染を広げないためにも，できるだけ早く適 

 切な治療を受けることが重要であること 



 

Ⅱ 学習活動 

 １ 前時の学習の振り返り 

 ２ 本時のねらいを確認 

 ３ エイズの特徴について知る・動画視聴 

 ４ HIV 感染の予防対策について 

 

 

 

 

 

 

 ５ 今後の生活について考える 

 

 ６ ゲストティーチャー（看護師・大学教授）の話 

 

 ７ 単元のまとめ 

  ・感染症、性感染症についてのまとめの学習 

 

 

 

 

 

 ８ 本時の学習の確認・振り返り・まとめ 

 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

 

 

 

 

 

 

観察 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークシート 

 

 

 

 

 

 

観察 

ワークシート 

※「主体的に取り組む態度」については、単元全体で評価していくため破線（―）で示している。 

 

８ 本時の学習と指導（３/４時） 

（１）ねらい 

・性感染症の疾病概念や感染経路及び感染リスクを軽減する効果的な予防方法を身に付けることが必要であ

ることについて理解することができるようにする。                 <知識及び技能> 

（２）準備・・・ワークシート、テレビ、実験用具（水酸化ナトリウム水溶液、フェノールフタレイン溶液、 

プラスチックコップ６個）、調べ学習用資料 

（３）展開 

時
間 学習内容・活動 指導上の留意点(○指導 ◆評価規準) 

導
入 

１
０
分 

１ 号令・挨拶 

 

２ ウォーミングアップ 

・感染拡大実験 

 （ジャンケンをして勝った方がカップに入

った水を少しもらう。） 

    

 

 

 

 

 

 

３ 前時の振り返りと１年次の学習の復習 

・感染症について 

・プライベートパーツについて 

 

４ 本時の学習課題の確認 

 

 

○元気よく挨拶をさせる。 

 

○生徒にはゲーム感覚で行わせる。（感染拡大実験だ

とは伝えない）授業途中の感染拡大の学習につなが

るようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○前時の内容と、１年時に学習したスライドを使用

し、「性」に関する学習をする意味を確認する。 

 

 

 

 

 

※見た目は変わらないが、フェノールフタレイン

溶液を入れると、水酸化ナトリウムが入ってい

るコップの水には色がつく。性感染症の感染が

気がつかないうちに感染を広げている事を実験

で表現する。 

主たる学習内容（知識） 

・エイズの疾病概念や感染経路 

・感染リスクを軽減する効果的な予防方法を身に 

 付ける必要があること 

主たる学習内容（思考・判断・表現） 

・疾病等のリスクを軽減し健康を保持増進・回復

する方法を伝えられること。 

【学習課題】 性感染症を予防するには、どうすればよいだろうか？ 



展
開 

３
５
分 

５ 性感染症を知る 

・性感染症の感染経路の確認をする。 

・アンケート結果の確認をする。 

 

 

 

 

 

・感染拡大実験の結果の確認をする。 

 

＜予想される反応＞ 

・知らない間に感染していて怖い。 

・驚き。 

 

６ 性感染症の調べ学習、発表（グループ活動） 

・４人程度のグループになる。 

・資料を使用し、担当する性感

染症の特徴を調べる。 

・まとめ用紙にまとめる。 

・号車ごとに担当した性感染

症の特徴について調べた内

容を発表する。 

・まとめ用紙を黒板に貼る。 

 

 

＜予想される反応＞ 

・性感染症は種類によって特徴が違う。 

・似たような特徴もある。 

・主な症状で男女の違いがある。 

 

７ 予防方法を知る 

・性感染症を防ぐ３つの予防策を説明する。 

 

 

 

 

  ・感染した場合、どうするのか考える。 

  ・自分ごととして捉え、今後はどのような行 

 動をしたらよいか考え、ワークシートに具

体的に記入する。 

 

 

 

 

 

＜予想される反応＞（ワークシート） 

・正しい知識をもって、正しい行動が 

できるようになる。 

・大切な人を守れるようになりたい。 

・将来のことを考えて、予防策をしっかり 

頭に入れて行動したい。  など 

 

 

 

○スライドを用いて、性感染症の感染経路が性的接触

であることを確認する。また、性に関するアンケー

ト結果から、異性に対する興味や、相手に触れたい

という気持ちが、心の成長と共に増えていることを

交えながら、感染拡大について説明をする。 

 

 

 

○ウォーミングアップで行った感染拡大実験の意図

と理由を伝え、結果を確認する。 

 

 

 

 

○スライドで調べ学習の流れや発表方法を説明し、す

ぐにグループ活動を開始させる。 

○性感染症の主な３つの性感染症（性器クラミジア感

染症、梅毒、性器ヘルペス感染症）をグループで調

べ、まとめ用紙に特徴をまとめさせる。 

○教員が用意した資料を使用させる。 

 

○一回手を止めさせてから、発表する時の注意点を伝

え、スムーズに発表できるようにする。 

○時間を見て、全体発表するグループを指示する。 

 

 

 

 

 

 

○自分ごととして捉えられるように説明をする。 

 

 

 

○感染した時にどのような行動をとるのか、具体的に

考えさせる。 

○３０秒で記入。書けるところまででいいことを伝え 

 る。数人発表させる。 

 

 

 

主たる学習内容（知識） 

・性感染症の疾病概念や感染経路 

・性感染症には正しい予防方法があること。 

◆性感染症の予防や、感染リスクを軽減する方法

を身につけることが必要であることを、言った

り書いたりできる。 

（観察・ワークシート）【知識・技能】 

△「努力を要する」状況（C）と判断される生徒への指導の手立て 

・具体的にイメージしやすいようにキーワードを

ワークシートに記載する。 

・机間指導で、助言を行う。 
◎「十分満足できる」状況（A）と判断される生徒の具体的な姿 

・自分のこととして捉え、今後の生活でどのよう

に活かすのか、具体的な内容を考え、まとめる

ことができる。 



ま
と
め 

５
分 

８ 確認の問題 

・ワークシートの最後の問題を解く。 

 

９ まとめ 

・教員がまとめの話をする。 

・次時の説明をする。 

 

１０ 号令・挨拶 

○時間配分を考えて問題を行わせる。 

 

 

○振り返りをかねて、教員がまとめの話をし、今後の

生活について考えさせる。 

○次時の学習内容の「エイズ」に軽く触れる。 

 

○元気よく挨拶をさせる。 

 

９ 資料等  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１０ 授業の様子 

ウォーミングアップ                

 

 

 

 感染症の調べ学習、発表 

 

 

 

 

発表まとめ資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の感想（学習プリントより） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１ 外部講師の活用について（活用方法などの案） 

○ 終末のまとめにて、具体的な性感染症の話を看護師や、養護教諭が行う。  

○ 外部指導者の方とオンラインをつないでお話をしていただいたり、動画を撮影して流したりする。 


